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自然・人・産業の和で築く安心のまち
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「ぽんぽん、
ボールあそび楽しいよ」



　今回は、国際情報高校で英語の教師として働く、笑顔が素敵な女性のサスリカさんにお話を伺いま
した。サスリカさんは、小学６年生の時に家族で浦佐に引っ越してきたことを機に市の魅力を知りま
した。県外で過ごす時期もありましたが、現在はＵターン移住し、穴地地区に住んでいます。
Ｑ．Uターン移住したきっかけは何ですか？
Ａ．国際大学を卒業後に東京で働きましたが、水も空気も食べ物も南魚沼の

方が美味しいと感じたからです。
Ｑ．南魚沼市の良い所は何ですか？
Ａ．国際大学があるためか、浦佐地区の人たちは地域に外国人がいることに

違和感なく接してくれたり、歩いていると気軽に声をかけてくれます。
都会では人がたくさんいても寂しく感じますが、南魚沼の人は温かく迎
えてくれるので、「ふるさと」と感じられる雰囲気がある場所です。

Ｑ．プライベートな時間の過ごし方は？
Ａ．夫婦ともに温泉が大好きで、疲れをとるために週に１回は行きます。
Ｑ．今後、どのような市になってほしいですか？
Ａ．国際大学は、世界中の学生が学び国際色豊かで魅力が多い大学院大学

です。国際大学と地元の人がもっと繋がるために、大学周辺に地元の
人と触れ合える公園などの遊び場や環境が整っていくといいですね。

Ｑ．移住を考えている人に一言
Ａ．南魚沼市は、魅力が溢れている場所だと思います。空気がきれいなのですっきりとした気分にな

れますし、子どもたちをのびのびと育てられる環境ですね。
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南魚沼市で輝くひと（第10回） 　S
サ ス リ カ

ashrika・C
ク レ

oorayさん（スリランカ出身）

若者にとって「住み続けられるまち」になるために
若者の将来に対する意向を把握し、市の課題解決につながる取組み（特に若者の定住促進）の参考

とするため、７月13日㈮に開催された高校生向けの企業説明会で、114人にアンケート調査を行いま
した。73％の人が「市に住み続けたい」「いずれは戻ってきたい」と答えています。

このほかに「Ｕ・Ｉターンしやすい補助金制度の充実」「さまざまな職種や安心して働ける環境の
整備」などを求める意見がありました。

市への定住意識について
（市内在住の 59 人が回答）

現在の市の印象について
美しいまちで
ある

明るいまちで
ある

個性（特色）のあ
るまちである

何をするにも便
利なまちである

回答人数 ％ 回答人数 ％ 回答人数 ％ 回答人数 ％
そう思う 61 53.5 57 50.0 40 35.1 31 27.2
やや思う 34 29.8 29 25.4 36 31.6 22 19.3
どちらともいえない 14 12.3 22 19.3 27 23.7 36 31.6
さほど思わない 4 3.5 5 4.4 10 8.8 16 14.0
思わない 1 0.9 1 0.9 1 0.9 9 7.9
計 114 100.0 114 100.0 114 100.0 114 100.0

①できれば
　ずっと
　住み続けたい

37.3%
②一度は県外、
　市外に出たいが
　いずれは戻って来たい

35.6%

③どこかへ
　移り住みたい

15.3%

④わからない
11.9%

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

【問合せ・申込み】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

シリーズ「南魚沼に暮らす」18



無
罣
礙

南
魚
沼
市
長　

林　

茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー シリーズ
第65回
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～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　トルクメニスタンは、カスピ海の東海岸に位置す
る中央アジアの国です。パルティア王国とバクトリ
ア王国の古代文明のオアシス都市として知られ、自
然景観や歴史的建造物など数々の観光地がありま
す。カラクム砂漠中央部のガス･クレーターのダル

ヴァサ、恐竜の足跡の化石が有名なクギタング山脈がおすすめです。料理は、
プロフ（ピラフ）、ドルマ（葡萄の葉で野菜や肉を包んだ料理）などがあり、
夏には特産品のベリーやメロンが採れます。黄金の馬「アハルテケ」も有名で
す。お土産にはトルクメン絨

じゅうたん
毯はいかがでしょうか。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼に到着した日は雨で、街は静かでした。緑の丘やよく整った田んぼ
に感動したのを覚えています。この穏やかな地は、自然の中でリラックスし
て過ごしたい人には最高です。雪のある冬、着物の試着、地域の高校生との
田植えなど、この一年でたくさんの経験をしました。学園祭での特別イベン
ト「国際 握

にぎり
飯
めし

祭
まつり

」では、おにぎりの作り方を学びました。次の一年ではど
んな発見があるか、楽しみです。

トルクメニスタン
［公用語］トルクメン語、ロシア語
［首　都］アシガバート
［面　積］488,100㎢（51位）
［人　口］5,200,000人（？位）
［GDP（PPP）］734億ドル（87位）
［通　貨］トルクメニスタン・マナト (TMM)
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

トルクメニスタン レイリ ドゥールディエヴァ さん

山
を
越
え
る

９
月
１
日
は
上
越
線
の
全
通
記
念

日
。
春
に
書
斎
の
整
理
を
し
て
い
て
、

市
議
会
議
員
時
代
に
時
折
発
行
し
て
い

た
議
員
報
『
シ
ゲ
が
ゆ
く
』
の
綴つ

づ

り
を

発
見
。議
員
に
な
り
た
て
の
平
成
22
年
、

昭
和
６
年
の
上
越
線
全
通
か
ら
80
年
に

あ
た
る
こ
の
日
に
記
念
式
典
が
催
さ

れ
た
こ
と
を
コ
ラ
ム
に
書
い
て
い
ま
し

た
。『
今
年
、
そ
の
敷ふ

設せ
つ

実
現
に
生
涯

を
捧
げ
た
岡
村
貢み
つ
ぎの
顕
彰
碑
が
建
設
さ

れ
、
９
月
１
日
、
序
幕
と
記
念
祝
賀
会

が
石
打
駅
に
建
つ
翁
の
銅
像
の
前
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
財
の
全
て
を

事
業
に
投
げ
打
ち
「
山
岳
重ち
ょ
う

畳じ
ょ
うた
る

山
を
突
破
す
る
こ
と
は
船
を
山
に
引
き

上
げ
る
よ
う
な
も
の
」と
誰
も
が
笑
い
、

信
じ
え
な
か
っ
た
大
仕
事
に
不
屈
の
精

神
で
敢か

ん

然ぜ
ん

と
立
ち
向
か
っ
た
生
き
方
。

思
い
感
じ
い
る
こ
と
大
。
魚
沼
人
の
誇

り
だ
な
あ
』『
六
日
町
の
学
校
に
電
車

で
通
っ
て
い
た
高
校
生
時
代
、
生
意
気

盛
り
だ
っ
た
自
分
が
、
こ
の
翁
の
銅
像

に
だ
け
は
朝
夕
の
目
礼
を
欠
か
す
こ
と

は
な
か
っ
た
、
と
い
う
恥
ず
か
し
い
話

を
祝
賀
会
に
臨
席
さ
れ
た
翁
の
末ま

つ

裔え
い

に

あ
た
る
方
に
し
て
し
ま
っ
た
。「
故
郷

の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
翁
と

似
て
お
ら
れ
る
彫
り
の
深
い
お
顔
を
く

ず
し
て
微
笑
ま
れ
た
ら
、
得え

も
い
わ
れ

ぬ
不
思
議
な
気
持
ち
に
。
爪
の
あ
か
で

も
…
の
思
い
』
８
年
前
の
私
は
感
慨
を

持
っ
て
書
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
立
場
も
改
ま
り
、
少
し
思
い
が
違

う
。
間
も
な
く
90
年
。
も
し
、
翁
の
情

熱
と
行
動
が
な
け
れ
ば
、
今
の
南
魚
沼

は
あ
っ
た
か
。「
そ
う
だ
」と
思
い
つ
き
、

N
H
K
新
潟
放
送
局
を
訪
ね
ま
し
た
。

局
長
に
「
岡
村
貢
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
」
と
。
評
伝
や
文
献
資
料
を
持
ち

込
み
、「
埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

今
こ
そ
再
顕
彰
の
好
機
。
ぜ
ひ
取
り
上

げ
て
い
た
だ
け
な
い
か
」
少
な
か
ら
ず

関
心
を
示
さ
れ
た
氏
に
期
待
し
た
い
。

先
日
、
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
が
届
き

ま
し
た
。
鬼
気
迫
る
表
情
で
演
説
を
打

つ
、
故
田
中
角
栄
氏
の
署
名
入
り
の
写

真
額
。
謙
信
公
の
詩
文
の
一
節
、
田
中

氏
の
雅
号
や
後
援
会
名
と
し
て
も
知
ら

れ
る
「
越
山
」、
ま
さ
に
山
を
越
え
て

い
く
気
概
。
田
中
氏
が
「
最
も
尊
敬
す

る
郷
土
の
先
達
」
と
翁
を
語
っ
て
い
た

と
い
う
話
も
思
い
出
し
ま
し
た
。
志
、

悲
願
の
系
譜
。
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き

か
。
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【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課 

秘
書
広
報
班

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
５
８

市
長
と
市
民
の
車
座
会
議

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
」（
平
成
30
年
度

市
政
懇
談
会
）
の
ま
と
め

　

平
成
30
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
４
月

23
日
㈪
～
６
月
27
日
㈬
に
市
内
17
会
場
で

開
催
し
、
３
５
１
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
市
長
に
よ
る
市
政
全
般
の

説
明
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
託
児
所
の
あ

る
会
場
を
用
意
し
た
り
、
日
中
の
開
催
を

行
い
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
質
問
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
要
約
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
他
に
い
た
だ
い
た
質
問
や

意
見
も
、
今
後
の
市
政
に
反
映
し
て
い
き

ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

Ｑ
．
雨
天
時
な
ど
、
子
ど
も
が
室
内
で
遊

べ
る
場
所
は
な
い
か
？
他
市
の
施
設
に

毎
回
行
く
こ
と
は
難
し
い
。
転
居
し
て

き
た
ば
か
り
で
、
市
内
の
施
設
が
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
。

Ａ
．
イ
オ
ン
六
日
町
店
専
門
店
館
１
階
に

あ
る
子
育
て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
か
ら
小
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
が
利
用
で

き
ま
す
。
南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
〔
下
一
日
市
〕
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
最
近
、
児
童
虐
待
事
件
に
つ
い
て
の

報
道
を
よ
く
見
る
。
成
長
発
達
に
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
な
児
童
虐
待
の
事
案

が
、
市
に
も
あ
る
か
？

Ａ
．
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
家
庭
は
、
存

在
す
る
と
考
え
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　

市
で
は
、
福
祉
保
健
部
や
教
育
委
員

会
な
ど
の
部
署
が
児
童
相
談
所
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。常
に
気
を
配
ば
り
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

教
育
・
文
化

Ｑ
．
不
登
校
の
人
へ
適
切
な
時
期
に
支
援

が
で
き
れ
ば
、
ひ
き
こ
も
り
や
精
神
疾

患
を
予
防
で
き
、
自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
不

登
校
以
外
で
も
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
は
い
る
が
、
守
秘
義
務
の
関
係
も

あ
り
、
周
囲
に
気
づ
か
れ
に
く
い
。
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
行
う
事
業
を
も
っ
と
周
知
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ａ
．
不
登
校
な
ど
に
対
す
る
相
談
・
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
周
知
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
地
の
地
域
性
も
あ
り
、
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
を
表
に
出
さ
な
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
な
り
う
る
一
度

的
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
、
み
な
さ
ん

か
ら
理
解
い
た
だ
き
、
当
事
者
や
家
族

が
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
相
談
・
支
援
機
関
に
つ
な
が
り

や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
の
周
知

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
共
生

Ｑ
．
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
。

国
際
大
学
地
内
の
建
設
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
市
民
は
多
い
。建
設
に
関
連
し
、

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
再
構
築
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
22
会
場
（
８

月
１
日
現
在
）
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
域
住
民
か
ら
は
、
主
に
安
全

性
の
問
題
、
交
通
量
の
増
加
、
風
評
被

害
と
い
っ
た
不
安
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
説
明
だ
け
で
は
拭
え
な
い

不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
に

希
望
す
る
地
域
住
民
に
向
け
て
実
際
に

稼
働
し
て
い
る
市
外
の
施
設
見
学
を
実

施
し
、
地
域
の
声
や
安
全
性
な
ど
を
実

際
に
見
聞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
会
な
ど
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
市
外
の

施
設
を
参
考
に
、
景
観
や
地
域
住
民
の

要
望
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
る
よ
う
計

画
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
基
盤

Ｑ
．
高
齢
者
が
増
え
、
免
許
の
な
い
人
が

増
え
て
い
く
。
市
民
バ
ス
は
使
い
に
く

く
、
こ
の
ま
ま
で
は
買
い
物
難
民
が
増

え
て
し
ま
う
。
集
落
単
位
で
何
か
対
策

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
．
今
後
、
高
齢
者
が
多
く
な
る
な
か

で
、
市
民
バ
ス
の
路
線
な
ど
に
つ
い
て

は
早
急
な
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
中
心

に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興

Ｑ
．
兼
続
公
ま
つ
り
は
だ
ん
だ
ん
と
先
細

り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
観
光
事
業
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
他
の
地
域
か
ら
人
を
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呼
び
込
む
対
策
は
？

Ａ
．
市
で
は
、
六
日
町
地
域
の
み
な
さ
ん

や
観
光
協
会
や
六
日
町
商
工
会
な
ど
で

組
織
さ
れ
て
い
る
実
行
委
員
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
兼
続
公
ま
つ
り
の
企
画
や

運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
「
祭

り
」
に
対
す
る
意
識
も
変
化
し
て
き
て

お
り
、
以
前
の
よ
う
に
盛
大
に
祭
り
を

開
催
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
祭

り
離
れ
の
現
状
に
少
し
で
も
歯
止
め
が

か
け
ら
れ
る
よ
う
、
実
行
委
員
会
と
協

力
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
　

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
内
観
光

客
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
市
も
こ
の
影

響
か
ら
観
光
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
る
に
は
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
大
き
な
カ

ギ
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
３

か
年
を
か
け
て
、市
特
有
の
「
雪
」「
人
」

「
食
」「
文
化
」
な
ど
の
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
外
国
人
誘
客
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

Ｑ
．
利
雪
に
つ
い
て
。
雪
室
が
成
果
を
上

げ
て
い
る
よ
う
だ
。
周
辺
市
町
と
一
緒

に
発
信
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ
．
７
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯
に
南
魚
沼
市

民
会
館
で
、
食
や
観
光
、
産
業
な
ど
で

雪
の
活
用
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
第
13
回
雪
の
市
民
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
市
民
や
他
市
の
関
係
者
な
ど
多
く

の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
渋
谷
区
や
お
台
場

な
ど
首
都
圏
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
雪

資
源
の
活
用
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画　
　
　
　
　

Ｑ
．
大
災
害
が
起
き
た
際
の
状
況
が
想
定

で
き
ず
、
自
主
防
災
組
織
の
集
合
場
所

や
必
要
行
動
に
つ
い
て
、
区
の
役
員
を

や
っ
て
い
て
不
安
が
あ
る
。

Ａ
．
毎
年
７
月
の
第
１
日
曜
日
に
南
魚
沼

市
総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
実
際
の
災
害
は
大
変
で

あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。
災
害
時
は
、
社
会
機
能
が
麻
痺
し

市
職
員
も
被
災
し
ま
す
。
有
事
の
際

は
、
市
が
先
頭
に
立
ち
ま
す
が
、
ま
ず

は
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
こ
と
を
意

識
し
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
支
え

合
う
よ
う
な
地
域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

参加人数
形　　式 会　　場 参加人数

従来制
( 市が会場

などを指定 )

塩沢公民館、本庁舎、大和庁舎、栃窪集
落開発センター、ゆきぐに大和病院 健友
館（日中開催）、清水ふれあい会館、後山
集落センター、辻又地域多目的ホール、
イオン六日町店専門店館 2 階（日中開催・
託児あり）

180 人

申込制
（候補日から

行政区単位
で申込み）

ホテル綿ぼうし〔大和区〕、市野江集会
所〔市野江区〕、大崎農業会館〔大崎区〕、
上原農業集落センター〔上原区〕、法音寺
集会所〔法音寺区〕、せせらぎ〔大倉区〕、
岩山集落開発センター〔岩山・町屋・境
川区〕、八幡集落開発センター〔八幡区〕

171 人

合計 351 人
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広
げ
よ
う　
支
え
合
い　

　

９
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間
・
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す
。
地
域
の

高
齢
者
に
異
常
が
な
い
か
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３
活
動

あ
い
さ
つ　
近
所
で
声
を
か
け
合
い
ま
し

ょ
う

気
く
ば
り　
地
域
で
さ
り
げ
な
く
見
守
り

ま
し
ょ
う

助
け
合
い　
普
段
と
違
う
こ
と
が
な
い
か

目
配
り
を
し
ま
し
ょ
う

『
高
齢
者
虐
待
は
暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご

と
か
ら
始
ま
る
』
～
高
齢
者
虐
待
は
気
づ

き
と
相
談
が
大
切
で
す
～

　

市
に
は
年
間
約
50
件
の
高
齢
者
虐
待
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

病
気
な
ど
で
家
族
の
生
活
が
変
化
し
、

戸
惑
い
や
困
り
ご
と
が
続
い
て
心
の
余
裕

が
な
く
な
る
こ
と
で
大
声
で
叱
っ
た
り
、

手
を
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご
と
」
が
増
え

て
き
た
時
が
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

家
族
関
係
や
生
活
の
仕
方
を
一
緒
に
考

え
、
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

９
月
21
日
は
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
共
同
制
定
し
た
「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。

　

市
で
は
、「
い
き
い
き
生
き
が
い 

あ
た

た
か
い
支
え
あ
い 

認
知
症
に
な
っ
て
も

地
域
で
笑
顔
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

　

認
知
症
の
症
状
や
対
応
方
法
に
つ
い
て

学
び
、温
か
く
見
守
る
こ
と
の
で
き
る「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

日
時　
９
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

費
用　
無
料

締
切
り　
９
月
10
日
㈪

持
ち
物　
筆
記
用
具
、眼
鏡
（
必
要
な
人
）

※
職
場
や
地
域
の
集
ま
り
で
も
講
座
を
開

催
で
き
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

南
魚
沼
市
を
「
Ｒら

ん
ｕ
ｎ
伴と

も
」
が
走
り
ま
す

　

認
知
症
の
理
解
を
進
め
る
た
め
に
全
国

を
縦
断
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
認
知
症
の

当
事
者
、
家
族
、
支
援
者
、
関
心
の
あ
る

人
が
認
知
症
支
援
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
市
内
を
走
り
ま
す
。

温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
９
月
９
日
㈰　

ス
タ
ー
ト
：
午
前

９
時
（
銭
淵
公
園
）、
ゴ
ー
ル
：
午
後

２
時
30
分
（
本
庁
舎
）

※
コ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開
店
中

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
、
介
護
の
専
門
家
、
地
域
住
民

が
交
流
す
る
場
で
す
。
認
知
症
や
予
防
に

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
語
り

ま
し
ょ
う
。

出
張
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
催

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
体
験
で
き
る
場
で

す
。
短
時
間
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
28
日
㈮　

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内
容　
認
知
症
ミ
ニ
講
話
、個
別
相
談（
希

望
者
）

【
問
合
せ
】

南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
７
５

９
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間・

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

～
よ
り
よ
い
地
域
包
括
ケ
ア

�
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
に
～

カフェ名 会場 開催日時 お茶代
苗場カフェつどい 健康倶楽部つどい〔上町〕毎月第２日曜日　10：00 ～ 11：30 100 円

喫茶こころ 特別養護老人ホーム
こころの杜

もり

〔上町〕 毎月第３火曜日　10：00 ～ 11：30 100 円

びしゃもん茶房 ほっとかん
（旧浦佐診療所）〔本町〕 毎月第４日曜日　10：00 ～ 12：00 100 円

ふれ愛カフェ 介護老人保健施設
越南苑〔五日町〕

９月 27 日㈭、10 月 19 日㈮、11 月 19 日㈪、12 月
18 日㈫、平成 31 年１月 16 日㈬、２月 14 日㈭、
３月 15 日㈮　10：00 ～ 11：30　

無料

八色園
カフェいっぷく

特別養護老人ホーム
八色園〔天王町〕

９月７日㈮、10 月９日㈫、11 月８日㈭、12 月７日㈮、
平成 31 年２月８日㈮、３月８日㈮　13：30 ～ 15：30 100 円

オレンジカフェ日程



市報 みなみ魚沼　平成30年９月1日発行7

南魚沼市介護支援ボランティア制度
【問合せ】　介護保険課 包括支援班　☎773－6675

【制度利用についての問合せ・申込み】　南魚沼市社会福祉協議会　☎773－6911

　介護支援ボランティア制度は、10月から始まる新しい制度です。65歳以上の高齢者が介護施設などで
行ったボランティア活動にポイントを付与します。ポイントに応じた交付金を受け取れます。
　高齢者にボランティア活動に関心を持っていただき、ボランティア活動そのものを高齢者自身の介護予
防につなげてもらうことを目的としています。
対象者（ボランティア活動をする人）
　市内に住む65歳以上の高齢者
※要介護認定（要支援１以上）を受けた人は対象外
ボランティア活動の受入施設と活動内容
施設　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、デイサービスセンターなどの介護保険対象施設
活動内容　レクリエーションなどの指導や参加支援、施設や事業所の催事に関する手伝い、話し相手、お

茶出しや食堂での配膳などの補助、施設の職員とともに行う軽微で補助的な作業（清掃や園芸の補助、
洗濯物の整理など）

※受入施設により活動内容は異なります

制度利用の流れ
①ボランティア登録
・南魚沼市社会福祉協議会でボランティア登録を行います。
・交付される介護支援ボランティア手帳を受け取ります。
・登録時にボランティア保険へ加入します。（負担額200円）
②活動の実施
・受入施設と活動日時などの調整を行い、活動を行います。
③ポイント付与
・ボランティア１時間の活動につき１ポイント（１日２ポイントまで）が付与されます。（ポイントは手
　帳に押印）
・年度末に10ポイント以上だった場合は、１ポイントにつき100円を受け取れます。
・年度末に９ポイント以下だった場合は、翌年度にポイントを繰り越すことができます。（10ポイント以
　上だった場合は、繰り越せません）
・交付金の年間上限は5,000円（50ポイント分）までです。
※介護保険料の滞納がある場合は交付できません

受入施設一覧（８月１日現在）
地　域 施設名 住　所
大　和 八色園（特別養護老人ホーム、デイサービスセンター） 浦佐4059−1
大　和 特別養護老人ホーム　雪椿の里 穴地14−1
大　和 グループホーム　桐の花 浦佐5141−5
六日町 特別養護老人ホーム　みなみ園 六日町712−4
六日町 デイサービスセンター越南「薬師の湯」 五日町203−1

六日町 健康倶楽部つどい
（特別養護老人ホーム、デイサービスセンター、グループホーム） 六日町1141−1

塩　沢 特別養護老人ホーム　まいこ園 仙石1−18
塩　沢 雲洞グループホーム　つばき園 雲洞623−5
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【問合せ】　建設課 維持管理班　☎773－6674

交通規制情報 市役所通線が車両通行止めとなります

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
子
育
て
支
援
課 

保
育
班�

�

☎
７
７
３

−

６
８
２
２

臨
時
保
育
士
・

保
育
助
手
を
募
集
中

【
問
合
せ
】市
民
課 

市
民
係

�

☎
７
７
３

−

６
６
６
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
一
時
停
止
し
ま
す

【
問
合
せ
】商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３

−

６
６
６
５

南
魚
沼
市

産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

　

10
月
以
降
に
働
け
る
保
育
士
・

保
育
助
手
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

保
育
助
手
は
、
保
育
士
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
保
育
の
手
伝
い
を

し
ま
す
。
保
育
士
資
格
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

採
用
予
定
人
数　
５
人
程
度

勤
務
場
所

　

市
内
の
17
保
育
園

任
用
期
間　

　

平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

（
年
度
ご
と
の
更
新
）

賃
金

・
保
育
士(

有
資
格
者)

：

　

時
給
１
，
０
２
０
円

・
保
育
助
手
（
無
資
格
者
）
：

　

時
給
９
６
０
円

交
通
費　

　

市
条
例
と
規
則
に
よ
り
支
給

有
給
休
暇　
月
１
日

社
会
保
険
な
ど　

　

社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
保
険
）、
労
働
保
険
（
雇

用
保
険
）
加
入
は
、
勤
務
条
件

に
よ
る

　

電
子
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
証

明
な
ど
の
証
明
書
が
発
行
で
き
な

く
な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

停
止
日　

　

９
月
８
日
㈯
、
10
月
13
日
㈯

　
（
終
日
の
予
定
）

　

７
月
９
日
㈪
～
31
日
㈫
に
、

「
南
魚
沼
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）」
に
つ
い
て
意
見
公
募
を
行

っ
た
結
果
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
計
画
案
の

と
お
り
策
定
を
進
め
ま
す
。

　十二沢川の河川改修関連工事に伴い、市道市役所通線の交通規制を行います。ご注意ください。
場所　市道市役所通線　平手川橋
期間　９月３日㈪～ 10月５日㈮（予定）
規制時間　８：30 ～ 17：00（夜間および日曜日・祝日は規制解除）
規制内容　車両通行止め
発注者　南魚沼地域振興局 地域整備部 治水課　☎772－7959

六日町駅

県道六日町停車場線

南魚沼
市役所

六日町郵便局

国道291号

至 五日町→至 塩沢←

魚野川

十二沢川

規制場所

平手川橋

市道市役所通線市道六日町西裏線

六日町大橋

国道17号

申
込
方
法　
保
育
士
・
保
育
助
手

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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【
問
合
せ
】企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

−

６
６
７
２

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

秋
は
ク
マ
に
注
意
！

【
問
合
せ
】�福
祉
課 

公
営
住
宅
係

�

☎
７
７
３

−

６
６
６
７

公
営
住
宅
の
公
募

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
学
校
教
育
課

�

☎
７
７
７

−

３
１
１
８

特
認
校
制
度
の
児
童
募
集

～
栃
窪
小
学
校
・

�

後
山
小
学
校
～

　

住
宅
と
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯

の
状
況
、
保
有
す
る
土
地
な
ど
の

実
態
を
把
握
し
、
現
状
と
推
移
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
統
計
調
査

を
行
い
ま
す
。
住
生
活
に
関
す
る

最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で

す
。

　

調
査
期
間
中
は
、
統
計
調
査
員

が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
統

計
調
査
員
は
県
知
事
に
よ
り
任
命

さ
れ
、「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

調
査
の
対
象

　

市
内
の
約
２
，
１
０
０
世
帯

調
査
基
準
日　
10
月
１
日
㈪

調
査
の
方
法

　

対
象
世
帯
に
は
、
９
月
中
旬
に

統
計
調
査
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
用
の
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

回
答
が
な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
９

月
下
旬
に
書
面
回
答
用
の
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。

調
査
結
果
の
利
用

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
住
生
活
基
本
計
画

や
都
市
計
画
の
策
定
な
ど
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
秋
は
、ブ
ナ
の
実
な
ど

の
木
の
実
が
豊
作
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。人
里
へ
の
ク
マ
の
出
没
は

少
な
い
予
想
で
す
が
、山
際
で
の
農

作
業
や
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
山
に

入
る
場
合
は
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ク
マ（
足
跡
な
ど
の
痕
跡
を
含
む
）

を
目
撃
し
た
ら

　
次
の
内
容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

目
撃
し
た
日
時
・
場
所
・
目
撃
時

の
状
況
・
被
害
状
況
・
目
撃
者
名
・

連
絡
先
（
詳
細
を
確
認
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

連
絡
先

環
境
交
通
課

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

夜
間
・
休
日
（
当
直
）

　

☎
７
７
３

−

６
６
６
０

南
魚
沼
警
察
署

　

☎
７
７
０

−

０
１
１
０

出
没
情
報
は『
ク
マ
出
没
マ
ッ
プ
』

で
確
認
で
き
ま
す

　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ

　

次
回
の
入
居
者
募
集
は
、
10
月

１
日
号
の
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。

（
入
居
に
関
す
る
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
）

　

特
認
校
と
は
、
学
区
に
関
係
な

く
市
内
全
域
か
ら
就
学
で
き
る
学

校
で
す
。
平
成
31
年
度
も
栃
窪
・

後
山
小
学
校
は
、
特
認
校
と
し
て

児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
小
学
生

定
員　

　

両
校
と
も
全
学
年
で
若
干
名

募
集
期
間　

　

10
月
１
日
㈪
～
12
月
７
日
㈮

栃
窪
小
学
校
の
特
色

・
ふ
る
さ
と
栃
窪
を
基
盤
に
し
た

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
米

作
り
か
ら
販
売
ま
で
。
芋ち
ょ

麻ま

栽

培
と
越
後
上
布
機
織
り
体
験
な

ど
）

・
少
人
数
複
式
学
級
の
よ
さ
を
生

　

調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
厳
守
さ
れ
、
統
計
作
成
以
外
の

目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

か
し
た
個
別
指
導

・
寛
容
と
自
立
の
心
を
養
う
体

験
・
交
流
活
動
の
充
実

・
国
際
理
解
教
育
の
充
実

・
栃
っ
子
ク
ラ
ブ
（
自
然
観
察
・

造
形
活
動
）

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践

・
朝
マ
ラ
ソ
ン
と
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ

ム
の
実
施

・
ス
キ
ー
授
業
の
充
実

後
山
小
学
校
の
特
色

・
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
や
も
ち
味

を
伸
ば
す
教
育

・「
と
も
に
支
え
合
う
子
」の
育
成

・
全
員
主
役
の
発
表
・
表
現
活
動

・
地
域
に
発
信
す
る
文
化
芸
術
活

動
・
緑
豊
か
な
「
ぶ
な
林
」
を
活
用

し
た
自
然
体
験
活
動

・
山
び
こ
農
園
栽
培
体
験
活
動

・
国
際
理
解
に
つ
な
が
る
外
国
語

活
動

・
生
活
習
慣
形
成
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

週
間
」

・
業
間
運
動
、
課
外
運
動
ク
ラ
ブ

応
募
条
件　

市
内
在
住
で
、
栃

窪
・
後
山
小
学
校
で
の
教
育
を

希
望
し
、
１
年
以
上
の
通
年
通

学
が
で
き
る
（
通
学
は
、
保
護

者
に
よ
る
送
迎
が
原
則
）

申
込
み　

　

申
請
書
を
学
校
教
育
課
に
提

出
。

　

申
請
書
は
、
市
民
課
、
塩
沢
・

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
学
校
教

育
課
ま
で
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。（「
特

認
校
」
で
検
索
。
児
童
募
集
ペ

ー
ジ
の
最
後
に
あ
り
ま
す
）

学
校
説
明
会
な
ど

栃
窪
小
学
校

日
程　
10
月
27
日
㈯

　

文
化
祭　

午
前
９
時
～

　

説
明
会　

午
前
11
時
30
分
～

　

正
午

後
山
小
学
校　

日
程　
10
月
21
日
㈰

　

文
化
祭　

午
前
８
時
45
分
～

　

説
明
会　

午
前
11
時
50
分
～

　

午
後
０
時
20
分　

特
認
校
教
育
懇
談
会

日
程　
９
月
29
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

ー
ジ
右
下
「
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
」

→
「
公
開
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」

→
「
安
心
安
全
」

→「
地
図
を
見
る
」

→
「
ク
マ
出
没
マ

ッ
プ
」
→
出
没
場

所
を
ク
リ
ッ
ク
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一日前プロジェクト 災 に害 備 えて
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異変に気づいてから水に漬かるまで、全部で20分はかからなかったんじゃないかなと。水の上
がってくるスピードは、ほんとうに早かったですね。

反対に、水が引いて、外に出られるようになるまでは結構長かったんです。４時間近く、私たち
家族は台所のテーブルの上に避難していたわけです。

「これから避難生活」と机の上でオニギリ頬張る
平成11年台風第18号［平成11年９月］（宇部市 災害当時30代 女性）

【
問
合
せ
】

　
下
水
道
課 
下
水
道
業
務
係

�
☎
７
７
４

−

２
７
４
０

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

～
未
来
へ
と

�
ぼ
く
ら
が
つ
な
ぐ
下
水
道
～

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
は
、
み
な
さ
ん
が
接
続
し
な
け

れ
ば
事
業
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

く
み
取
り
便
所
は
、
下
水
の
処
理
が
可

能
と
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
既
に
浄
化
槽
を
設
置
し
て

い
る
場
合
で
も
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た

ら
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ

う
。

・
平
成
29
年
度
末
の
市
内
の
下
水
道
普
及

率（
下
水
道
が
利
用
で
き
る
人
口
割
合
）

は
98.

７
％

・
水
洗
化
率
（
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る

人
口
割
合
）
は
90.

１
％

排
水
設
備
工
事
は
「
指
定
工
事
店
」
を

　

ト
イ
レ
の
改
造
や
排
水
設
備
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店

は
、
み
な
さ
ん
に
代
わ
っ
て
市
役
所
へ
の

書
類
の
申
請
手
続
き
な
ど
も
行
い
ま
す
。

工
事
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

固
形
物
は
流
さ
な
い

　

下
水
道
に
は
、
水
に
溶
け
な
い
紙
や
固

形
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

処
理
場
な
ど
で
、
家
庭
か
ら
流
れ
て
き

た
と
思
わ
れ
る
タ
オ
ル
や
お
む
つ
が
、
ポ

ン
プ
を
詰
ま
ら
せ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
台
所
の
生
ご
み
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
水
に
溶
け
な
い
固
形
物
で
も
、
ポ
ン
プ

を
詰
ま
ら
せ
ま
す
。
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る

と
、
汚
水
が
流
れ
ず
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
宅

内
の
汚
水
ま
す
か
ら
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使
う

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

灯
油
や
天
ぷ
ら
油
を
流
さ
な
い

　

処
理
場
で
は
、
微
生
物
の
働
き
で
汚
水

を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
灯

油
や
天
ぷ
ら
油
を
流
す
と
、
微
生
物
が
弱

り
、
処
理
能
力
が
低
下
し
ま
す
。
油
な
ど

は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
下
水
道
公
社
（
六
日
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
〔
五
日
町
〕）

☎
７
７
６

−

３
６
１
７

　

施
設
見
学
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

その間、しっかりものの弟が、「これから避難
生活が始まると思うし、今、何もすることができ
ないんだから、とにかくおなかの中に入れておこ
う」と言いだしましてね。

運よくご飯ジャーが高いところに置いてあっ
て、ご飯が残っていたので、それをおにぎりにし
て食べました。パンでもミカンでも、何でもいい
から避難するときには家にあるものを自分たちで
持っていく。それも必要だと思います。

下水道
マスコットキャラクター

スイスイ
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【
問
合
せ
】

�

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

−

６
６
１
１ 

役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
●49 

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

(

通
称
：
子
若
セ
ン
タ
ー)

の
業
務

　

子
若
セ
ン
タ
ー
で
は
、
義
務
教

育
期
の
子
ど
も
か
ら
39
歳
の
若
者

ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
相
談
や

支
援
を
行
い
、
市
内
す
べ
て
の
子

ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
担
当
…
義
務
教
育
期
の

児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、
学

校
、
関
係
者
か
ら
の
相
談
と
支

援
若
者
支
援
担
当
…
義
務
教
育
終
了

か
ら
39
歳
の
若
者
と
そ
の
保
護

者
か
ら
の
相
談
と
支
援

家
庭
教
育
支
援
担
当
…
保
護
者
な

ど
を
対
象
に
、
子
育
て
の
悩
み

や
不
安
の
軽
減
な
ど
、
家
庭
教

育
へ
の
支
援

教
育
支
援
担
当

Ｑ　

来
所
す
る
子
ど
も
に
、
ど
の

よ
う
な
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
？

Ａ　

学
校
（
学
級
）
復
帰
や
、
社

会
的
自
立
が
で
き
る
よ
う
に
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
保
護
者
に
も
対

応
し
ま
す
。

　

来
所
相
談
で
は
、
最
初
に
自
己

理
解
や
、
対
人
関
係
の
基
本
を

個
別
対
応
で
学
び
ま
す
。
そ
の

後
に
、
小
グ
ル
ー
プ
の
活
動
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

能
力
を
高
め
、
集
団
活
動
で
は

学
習
支
援
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
通
し
て
自
己
成
長
を

図
り
ま
す
。

　

学
校
長
の
判
断
に
よ
り
子
若
セ

ン
タ
ー
へ
の
来
所
日
を
、出
席
扱

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

中
学
校
で
の
「
心
の
教
室
相

談
」で
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

市
内
の
４
中
学
校
へ
相
談
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。生
徒
や

保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。ま
た
、相
談
に
関
す

る
、保
護
者
・
教
師
な
ど
と
の

会
議
や
打
合
せ
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
支
援
な
ど

講
演
会
・
研
修
会
の
開
催

　

市
民
や
学
校
関
係
者
な
ど
を
対

象
に
、
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期

解
決
に
つ
な
が
る
講
演
会
や
研
修

会
を
開
催

心
の
授
業

　

学
校
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
や
人
間
関

係
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施

若
者
支
援
担
当

Ｑ　

来
所
す
る
若
者
に
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

Ａ　

若
者
が
社
会
的
に
自
立
で
き

る
よ
う
に
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。ま
た
、家

庭
以
外
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

「
居
場
所
」を
提
供
し
て
い
ま

す
。利
用
者
の
希
望
で
雑
談
や

も
の
作
り
、軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
お
楽
し
み
会
」

「
女
子
会
」「
男
子
会
」を
開
催

し
、利
用
者
同
士
の
交
流
か
ら

も
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
の
支
援
な
ど

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
若

者
と
家
族
を
対
象
に
、
市
の
臨
床

心
理
士
が
月
２
回
相
談
会
を
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ン
グ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人
と
接
す
る
こ
と
が
苦
手
な
人

を
対
象
に
、
少
人
数
で
会
話
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
に
悩
む
若
者

を
、
家
族
と
し
て
理
解
し
支
え
る

た
め
、
参
加
者
が
気
軽
に
語
り
合

い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
る
場
を
提

供
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
専
門
家
が
不
定
期

で
参
加
し
ま
す
。

講
演
会
の
開
催

　

ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
と
支
援

が
広
が
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催

家
庭
教
育
支
援
担
当

Ｑ　
「
だ
ん
ぼ
の
部
屋
」
で
は
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の

で
す
か
？

Ａ　

六
日
町
・
北
辰
・
浦
佐
・
塩

沢
小
学
校
と
総
合
支
援
学
校
の

５
か
所
に
拠
点
校
と
し
て
設
置

し
、
気
軽
に
子
育
て
に
対
す
る

悩
み
や
思
い
を
つ
ぶ
や
け
る
場

所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。ま
た
、 講演会の様子

親
子
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
も

の
づ
く
り
・
料
理
教
室
や
保
護

者
向
け
に
、
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
。「
だ
ん

ぼ
の
部
屋
」
は
、
設
置
校
校
区

外
の
人
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

だ
ん
ぼ
の
部
屋
に
関
す
る
問
合
せ

〔
六
日
町
小
学
校
内
〕

☎
７
７
２

−

２
０
６
７

☎
０
９
０

−

７
８
０
５

−

３
０
６
９

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

子
若
セ
ン
タ
ー
の
相
談
専
用
電
話

　

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
本
人
・
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分義

務
教
育
期
の
教
育
相
談
（
教

育
支
援
担
当
）

☎
７
７
３

−

３
１
７
７　
　

☎
７
７
３

−

３
１
８
７

高
校
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
相
談（
若
者
支
援
担
当
）

☎
７
７
３

−

６
６
１
６
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テ
ー
マ
展
示

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

　

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
、

が
ん
征
圧
月
間
で
す
。
保
健
課
と

の
合
同
企
画
で
、
本
の
展
示
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま

す
。

認
知
症
を
知
っ
て
理
解
を

　

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間

で
す
。南
魚
沼
市
認
知
症
対
策「
い

き
い
き
生
き
が
い
、
あ
た
た
か
い

支
え
あ
い
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

地
域
で
笑
顔
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。
南
魚
沼
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す
。

敬
老
の
日
読
書
の
す
す
め
～
心
ゆ

た
か
に
生
涯
読
書
～

　
（
公
社
）
読
書
推
進
運
動
協
議

会
が
選
定
し
た
中
高
年
向
け
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。

特
集
★
モ
フ
モ
フ
動
物

　

９
月
20
日
㈭
～
26
日
㈬
は
、
動

物
愛
護
週
間
で
す
。
か
わ
い
い
動

物
の
写
真
集
な
ど
、
モ
フ
モ
フ
動

物
本
を
集
め
ま
し
た
。
子
ど
も
向

け
の
本
も
展
示
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
」

　

せ
な
け
い
こ
さ
ん
の
お
ば
け
絵

本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
上

映
し
ま
す
。

日
時　
９
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
25
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
幼
児
・
小
学
生

プ
ラ
チ
ナ
デ
イ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

「
新
潟
偉
人
伝
２
」

　

新
潟
県
が
生
ん
だ
偉
人
の
生
涯

を
紹
介
し
た
作
品
を
上
映
し
ま

す
。
今
回
は
、
前
島
密ひ

そ
か、

蕗ふ
き

谷や

虹こ
う

児じ

、
小
林
ハ
ル
、
中
野
貫
一
、
増

田
孝こ

う

、
原
久
一
郎
、
西
脇
順
三
郎

を
上
映
し
ま
す
。

日
時　
９
月
13
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
35
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
一
般
・
高
齢
者

お
は
な
し
の
じ
か
ん

日
時　
９
月
９
日
㈰

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
手
遊
び
、
手
袋
人
形
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
、
紙
芝

居
な
ど

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

絵
本
の
へ
や

　

乳
幼
児
向
け
の
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

期
日　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

読
書
の
つ
ど
い

あ
に
ま
る 

わ
～
る
ど

日
時　
９
月
22
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

テ
ー
マ　
「
ど
う
ぶ
つ
」

内
容　
大
型
絵
本
「
ど
う
ぞ
の
い

す
」、
工
作
「
お
り
紙
で
ど
う

ぶ
つ
作
り
」、
本
の
紹
介
ほ
か

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対
象　

　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

な
る
こ
を
作
ろ
う
！

　

よ
さ
こ
い
に
使
う
「
な
る
こ
」

を
作
り
、
み
ん
な
で
鳴
ら
し
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
21
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
工
作
な

ど
対
象　
乳
幼
児
・
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

大
和
・
塩
沢
図
書
室
に
司
書
の

お
す
す
め
本
２
０
０
冊
を
配
本
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
16
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
塩
沢
図
書
室
は
９
月
20
日

㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

月～金9：30～20：00（土日祝日19：00まで）
休館：６日㈭、20日㈭（図書整理日）

南魚沼市

☎777-4671　火～日 9：00～19：00
３日㈪、10日㈪、18日㈫、25日㈫

大　和

☎782-0100　9：00～20：00（月土日祝日17：00
まで）９月は毎日開館します

塩　沢

９月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773︲6677

みんなの図書館

まなびのひろば
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期間　11月18日㈰まで
　棟方志功、葛飾北斎、歌川広重、加山又

また

造
ぞう

、吉田博
ひろし

、
川瀬巴

は

水
すい

、田崎廣
ひろ

助
すけ

、香
か

月
づき

泰
やす

男
お

、俵正
まさ

諭
つぐ

の画家によ
る「水」をテーマとした作品45点を展示。さまざ
まな形に姿を変える水の表現を、ぜひご覧ください。

［JR六日町駅１階］☎770-1173　 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://m-uonuma.jp/look/bunka/munakata_art_statiaon

棟方志功アートステーション
開館９：00～17：00（入館終了16：30）

９月は毎日開館します

雨・雲・雪・川・海～流転する水のかたち～ 　伊東深水の生誕120年と藤田嗣治の没後50年を記
念し、「自然」と「動物」をテーマに作品16点を展示。

「動物＆自然を愛でる」

　神聖な儀式で使用されていた楽器や面など、パプ
アニューギニアを中心とする南太平洋の造形美術を
63点展示。

「セピック・アート（造形美術）の世界」

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　11月４日㈰まで

☎ 783-4500 ℻ 783-3388 ¥  一般500円／小中高250円
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/

今泉記念館アートステーション
開館９：00～17：00 （入館16：30まで）

９月の休館：４日㈫

☎・℻ 782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
¥  大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

鈴木牧之記念館
開館９：00～16：30

９月の休館：毎週火曜日

　ある娘が、精魂込めて織りあげ
た縮

ちぢみ

を晒
さらし

屋
や

にだしました。ところ
が、戻ってきた縮にはシミが…。
絶望した娘は発狂してしまいま
す。そんな娘のそばで嘆き悲しむ
両親の姿も描かれています。
� 「御

お
機
はた
の霊
れい
威
い
織
おり
女
め
発狂の図」部分

『北越雪譜』の挿絵紹介その38

城内さんぽ～私の宝物～  錦絵、日本画などを展示
市民ギャラリー  宮田嘉之作品展～塩沢紬の余り糸と

ハギレで「貼り絵」と「しおり」～

ラウンジ展 ９月 ［観覧無料］

☎775-3646　℻ 775-3650　URL http://www.6bun.jp/white/
¥  一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

トミオカホワイト美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30） 

９月の休館：毎週水曜日、20日㈭

市民無料の日:８日㈯、18日㈫、21日㈮～30日㈰

期間　11月19日㈪まで
　ヨットや凧をモチーフに、風を表現した作品や、
刻々と姿を変えていく雲を描いた作品を中心に展示。

富岡惣一郎「空と風の詩
うた

」

期間　９月21日㈮〜
　11月19日㈪
　伊藤健二（白日会・千葉
県在住）が描く南魚沼の美
しき風景。※会期中、南魚
沼市民は観覧無料
ギャラリートーク
日時　９月23日（日・祝）　14：00～

伊藤健二油彩画展「南魚沼の四季」

【開館30周年記念事業　南魚沼市混声合唱団コンサ
ート～30年の感謝を込めて～】
　名曲の数々を混声合唱団の美しい歌声でお届けし
ます。家族そろってお楽しみください。
日時　11月25日㈰　
開演　14：00～（開場13：30）
会場　市民会館 大ホール
料金　全席自由1,000円、
　高校生以下無料（要整理券）
　９月９日㈰から市民会館、
会館プレイガイドにて発売。

南魚沼市民会館

☎773-5500　℻ 772-8161　  0120-150-142　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付８：30～17：15
９月の休館：３日㈪、10日㈪、18日㈫、25日㈫

☎ 780-4080　℻ 777-3815　URL http://www.ikedaart.jp
¥  一般500円／高校生以下（無料）

池田記念美術館
開館９：00～17：00 （入館終了16：30）

９月の休館：毎週水曜日

「伊藤省
せい
風
ふう
　書展 in浦佐」

期間　９月１日㈯〜10月１日㈪
胎内市在住の書家・伊藤省風氏の個

展です。書作品約40点のほか、伊藤
氏がコレクションした幻の名

めい

硯
けん

も展示。
作品解説会　
日時　９月１日㈯  15：00〜16：00、
　　　８日㈯、15日㈯、22日㈯
　　　14：00～15：00

伊藤省風『回帰』2018年
「深秋・八海山」

まなびのひろば
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の
神
）も
移
転
と
な
り
ま
し
た（
石

碑
銘
文
よ
り
）。

　

こ
の
経
緯
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
、
移
転

さ
れ
た
神
社
と
と
も
に
新
道
路
を

見
守
る
よ
う
に
佇た

た
ずん
で
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

「
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
石
塔
」

�

〔
魚
沼
展
望
台
〕

　

魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
一
般
県

道
田
沢
小
栗
山
線
）
は
観
光
道
路

で
、
魚
沼
丘
陵
の
尾
根
沿
い
に
八

箇
峠
か
ら
十
二
峠
間
の
約
18
㎞
を

走
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
45
年
に
工

事
が
始
ま
り
、昭
和
51
年
に
完
工
、

昭
和
54
年
９
月
に
正
式
開
通
と
な

り
ま
し
た
。
５
つ
の
展
望
台
か
ら

は
八
海
山
、巻
機
山
や
魚
沼
盆
地
、

十
日
町
盆
地
な
ど
の
壮
大
な
風
景

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

開
通
を
記
念
し
、「
山
の
道
安

か
れ
」
と
の
願
い
を
込
め
た
石
塔

が
魚
沼
歌
壇
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
歩
、
家
か
ら
出
れ
ば
道
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
道
は
、
日
々
の
通

勤
、
通
学
、
買
い
物
や
余
暇
ま
で

私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
今
回
は
道
に

関
す
る
石
碑
を
紹
介
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

幟の
ぼ
り石
「
奉 

川
東
縣
道
開
道
記
念
」

�

〔
津
久
野
下
新
田 

神
社
境
内
〕

　

川
東
線
と
は
、
魚
野
川
の
東
側

を
通
る
八
幡
か
ら
城
内
、
大
崎
、

伊
米
ケ
崎
を
通
り
小
出
を
結
ぶ
道

路
で
、
現
在
の
国
道
２
９
１
号
線

で
す
。
経
路
は
一
部
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
で
も
南
魚
沼
の
主

要
な
道
路
で
す
。
明
治
40
年
12
月

の
県
議
会
で
開
設
が
議
決
さ
れ
、

大
正
12
年
に
開
通
と
な
り
ま
し

た
。

　

川
東
線
の
開
通
を
記
念
し
、
津

久
野
下
新
田
青
年
団
で
は
、
県
道

開
道
記
念
と
し
て
幟
石
を
奉
納
し

ま
し
た
。
地
域
の
発
展
の
た
め
、

こ
の
道
路
へ
の
期
待
が
い
か
に
高

か
っ
た
の
か
想
像
で
き
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

「
拓
関
越
」�

〔
中
〕

　

関
越
自
動
車
道
は
、
東
京
と
新

潟
を
結
ぶ
高
速
道
路
で
す
。
昭
和

38
年
に
国
に
よ
り
路
線
基
準
が
決

定
さ
れ
、
昭
和
60
年
10
月
２
日
、

湯
沢
～
前
橋
間
の
開
通
に
よ
り
前

線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

全
線
開
通
の
記
念
碑
は
赤
城
高

原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
下
線
に
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
塩
沢
で
は
、
開

通
ま
で
の
活
動
の
経
緯
を
石
碑
に

刻
み
、
関
係
し
た
人
た
ち
の
功
績

を
称た

た

え
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

「
欠
之
上
五
段
平
開
発
記
念
碑
」

�

〔
欠
之
上
〕

　

欠
ノ
上
の
五
段
平
は
、
古
く
か

入
会
山
と
し
て
薪ま

き

、
し
ば
な
ど
の

採
取
の
場
で
し
た
が
、
昭
和
30
年

代
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
荒
山
と

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昭
和
33

年
頃
に
は
集
落
の
協
議
に
よ
り
桑

畑
と
し
て
利
用
さ
れ
は
じ
め
ま
し

た
が
、
養よ

う

蚕さ
ん

業
の
衰
退
と
と
も
に

荒
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

55
年
か
ら
高
速
道
路
の
建
設
の
た

め
、
盛
土
が
必
要
と
な
り
、
五
段

平
か
ら
１
３
０
万
㎥
の
土
が
採
取

さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
は
野
球
場
な

ど
の
野
外
レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
多
く
の
人
た
ち

に
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
、
公
園
は
、
上
越
魚

沼
地
域
振
興
快
速
道
路
一
般
国
道

2
5
3
号
八
箇
峠
道
路
の
建
設
用

地
と
な
っ
た
た
め
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
新
道
路
の
建
設

に
伴
い
集
落
を
守
っ
て
き
た
十
二

神
社
（
山
の
神
）、戸
隠
神
社
（
水

南
魚
沼
市
の
石
碑
�

「
広
域
基
幹
林
道
一
之
沢
滝
ノ
又

線
記
念
碑
」�

〔
一
之
沢
〕

　

林
道
と
は
、
森
林
や
山
林
を
整

備
し
、
保
全
管
理
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
さ
れ
た
道
路
で
す
。

　

広
域
基
幹
林
道
一
之
沢
滝
ノ
又

線
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
一
之
沢

か
ら
湯
沢
町
の
滝
ノ
又
に
続
く
林

道
で
す
。
こ
の
林
道
は
、
昭
和
54

年
に
着
工
さ
れ
、
よ
う
や
く
平
成

12
年
に
延
長
距
離
約
11
・
５
㎞

メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
林

道
の
途
中
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
は
金
城
山
や
巻
機
山
を
、
展

望
広
場
か
ら
は
奥
添
地
、
岩
原
、

湯
沢
方
面
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
展
望
広
場
に
は
、
開
通
を
記

念
し
、「
緑
を
育
む
千
年
紀
へ
の

林
道
」
と
願
い
を
込
め
た
記
念
碑

が
佇
ん
で
い
ま
す
。

《
参
考
資
料
》

『
大
﨑
の
村
誌
』、『
六
日
町
誌
』、

『
六
日
町
史
』

70

【
問
合
せ
】

社
会
教
育
課 
郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
☎
７
７
３
︲
２
１
９
７

まなびのひろば
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第４期 親子ヨガ教室
音楽に合わせて親子でスキンシップを図りま

す。子どもは体を柔軟にして発達を促し、母親は
骨盤や体調を整えます。
期間　10月２日、16日、23日、30日、11月６日　

　　火曜日（全５回）　10：45〜11：45
対象　ハイハイ～３歳児と母親
定員　８組（先着）
受講料　会員800円、会員再受講1,540円、
　　　　一般4,110円
受付開始　９月４日㈫　９：00〜

第２期　キッズダンス教室
満４歳から始められるヒップホップダンスでリ

ズム感を身につけよう。
期間　10月４日〜12月６日　木曜日（全10回）
　　　17：30〜18：30　
対象　満４歳～小学1年生
定員　15人（先着）
受講料　会員　無料、会員再受講2,050円、
　　　　一般4,110円
受付開始　９月６日㈭　９：00〜

第２期　やさしいステップボクシング教室
強くしなやかな体をつくるボクシングフィット

ネスで脂肪燃焼！
期間　10月４日〜12月６日　木曜日（全10回）
　　　18：30〜19：30　
対象　16歳以上
定員　25人（先着）
受講料　会員　無料、会員再受講2,050円、
　　　　一般4,110円
受付開始　９月６日㈭　９：00〜

トレーニングマシン使用法講習会
油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン

は、どなたでも簡単に利用できます。
スポーツの秋に向け、マシンウォーキングを始

めてみませんか？
日時　９月17日（月・祝）　12：00〜13：30
対象　中学生以上
定員　６人（先着）
※電話での申し込み可
受講料　会員　無料、一般200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

第２期　リズム体操
軽快なリズムに乗って体を動かし、体と心をリ

フレッシュ！
期間　10月２日〜12月４日　火曜日（全10回）
　　　13：00〜14：00　
対象　16歳以上
定員　50人（先着）
受講料　会員　無料、会員再受講2,050円、
　　　　一般4,110円
受付開始　９月４日㈫　９：00〜

第２期　ボディメイキング教室（夜）
ボールを使ったエクササイズです。どなたでも

気軽に始めることができます。
期間　10月２日〜12月４日　火曜日（全10回）
　　　19：00〜19：50　
対象　16歳以上
定員　25人（先着）
受講料　会員　無料、会員再受講2,050円、
　　　　一般4,110円
受付開始　９月４日㈫　９：00〜

秋期　体育寺子屋
体を動かすことの楽しさや、自分の「できる」

を見つけよう。
期間　10月７日、21日、11月11日、18日、25日
　　　日曜日（全５回）　　
対象　小学生
定員　40人（先着）
受講料　会員　無料、会員再受講1,540円、
　　　　一般3,080円
受付開始　９月４日㈫　９：00〜

保険料　年会費や参加料に含まれます。
申込み　ディスポート南魚沼
※ディスポートに設置の申込書に、料金を添えて

お申し込みください。各教室とも定員に達し次
第締め切り（電話での受付はできません）

共通事項

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949−6611 南魚沼市坂戸372ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773−6620　スポパラ☎773−3210

ディスポート南魚沼

９月の休館日：
３日㈪、10日㈪、18日㈫

まなびのひろば
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平成30年度 南魚沼市体育協会市民体育祭
事務局　生涯スポーツ課（市民会館内）☎773－6630　※申込みは、各競技の問合せ先にご連絡ください

日時　10月８日（月・祝）　８：30〜
会場　大和中学校武道場
競技方法　・小学生　学年別
　・中学生　男子無差別・女子無差別
　・高校・一般　男子無差別・女子無差別
参加費　無料
締切り　９月30日㈰
問合せ　岸本富士夫　☎090-1938-0555

⃝柔　道⃝

日時　10月14日㈰　９：00〜
会場　六日町小学校相撲場
種目　・小学生団体戦（学校対抗）
　・小学生個人戦（男女別）
参加費　無料
締切り　９月28日㈮
問合せ　井口良道　☎090-3332-2813

⃝相　撲⃝

日時　10月21日㈰　13：00〜
会場　ディスポート南魚沼
内容　太極拳の各級講習（入門・24式・剣）、
　一般の健康体操・体験教室
参加費　無料
問合せ　阿部 均　☎090-8875-7333

⃝太極拳⃝

日時　10月21日㈰　８：30〜
会場　ディスポート南魚沼
種目　・小学生の部（男女別）
　・中学生の部（男女別）
　・高校生の部（男女別）
　・一 般 の 部（男女別）
競技方法　個人戦・団体戦
参加費　700円
締切り　９月20日㈭必着
問合せ　剣道連盟事務局　山田幹二
　　　　☎090-7249-8391

⃝剣　道⃝

日時　10月14日㈰　９：00〜
コース　六日町大橋下　河川敷駐車場
　①三国川ダム～清水峠コース
　②三国川ダム～六日町大橋コース
参加費　1,500円（小学生以下は1,000円）
※保険料、昼食代を含む
締切り　10月10日㈬
問合せ　サイクリング協会事務局　佐藤
　　　　☎772-2320

⃝サイクリング⃝

日時　10月14日㈰　９：00〜
会場　五日町雪国スポーツ館
種目　女子・混合ダブルス
競技方法　トーナメント戦またはリーグ戦　
参加費　300円
締切り　９月30日㈰
問合せ　桑原 尚　☎090-3145-5922

⃝スポレック⃝

日時　10月９日㈫　８：40〜
会場　大原運動公園テニスコート
種目　・中学生の部（男女別）
　・中学３年生・高校・一般の部
競技方法　予選リーグ戦、決勝トーナメント戦
参加費　500円
締切り　９月30日㈰
問合せ　丸山 久　☎080-5071-0910

⃝ソフトテニス⃝

日時　10月21日㈰　８：30〜
会場　大原運動公園テニスコート
種目　男子・女子ダブルス（Ａ・Ｂ）
競技方法　予選リーグ戦
　リーグ戦１位による決勝トーナメント戦
参加費　一般　１ペア2,000円
　学生　１ペア1,500円
※参加資格は市内在住、在勤、在学、在クラブ

であること
締切り　10月14日㈰
問合せ　木村和男　☎090-5433-8650
　☎・FAX：772-4339
　木村美恵子　☎090-2884-0690

⃝硬式テニス⃝

硬式テニスのクラスは　Ａ：上級　Ｂ：初～中級

まなびのひろば
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乳
が
ん
と
は

乳
が
ん
は
乳
頭
か
ら
放
射
線
状
に
広
が

る
乳
腺
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

乳
が
ん
が
見
つ
か
る
き
っ
か
け
は
、
自

分
で
触
っ
て
気
が
付
い
た
り
、
検
診
で
発

見
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

乳
が
ん
の
症
状　

・『
し
こ
り
』

　

乳
が
ん
が
進
行
す
る
と
、
腫
瘍
が
大
き

く
な
り
、
自
己
触
診
を
す
る
と
気
付
く
よ

う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

し
こ
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
が

乳
が
ん
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
腺
症
な
ど
で
も
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。

・
乳
房
の
ひ
き
つ
れ
や
た
だ
れ
な
ど

　

乳
房
の
皮
膚
に
近
い
部
分
に
が
ん
が
で

き
る
と
、
え
く
ぼ
の
よ
う
な
ひ
き
つ
れ
が

で
き
た
り
、
皮
膚
の
湿
疹
や
た
だ
れ
、
む

く
み
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
自
分
で
発
見
が
で
き
る
可

能
性
が
高
い
が
ん
で
す
。
月
１
回
は
自
己

触
診
を
行
い
、
40
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に

１
回
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
し
こ
り

や
皮
膚
の
ひ
き
つ
れ
な
ど
に
気
が
付
い
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
の
検
診
結
果

　

毎
年
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
密
検
査
を
受
け
て
が
ん
が
発
見
さ
れ
た

人
の
全
員
が
、
乳
房
の
自
覚
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
と
は

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
で
あ

る
子
宮
頸
部
に
で
き
る
が
ん
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
症
状

　

初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
、
症
状
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
の
早
期
発
見
の

た
め
に
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
２
年
に
１
回
の
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
不
正

出
血
が
あ
っ
た
、
経
血
量
が
増
え
た
、
月

経
期
間
が
い
つ
も
よ
り
長
い
な
ど
気
に
な

る
症
状
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
子
宮
頸
が
ん
は
検
診
な
ど
で
発

見
し
や
す
く
、
早
期
発
見
・
治
療
が
で
き

【
問
合
せ・申
込
み
】 

保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

【
問
合
せ・
申
込
み
】 

子
ど
も・
若
者

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
６
１
１

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

い
つ
も
の
暮
ら
し
に
が
ん
検
診
を

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

国
民
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
な

り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
初
期
段
階

の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
な
り
、
生
存

少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム
感
覚
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
な
が
ら
、

人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　
９
月
20
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ

ー
２
階 

音
楽
室

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39

歳
の
人

締
切
り　
９
月
18
日
㈫

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

乳がん検診

（年度） 27 28 29
受診者

数 2,203 2,456 2,207

要精検
者数 207 154 169

精検
受診率 98.6 96.8 95.2

がん
発見数 7 8 5

子宮頸がん検診

（年度） 27 28 29
受診者

数 2,378 2,562 2,261

要精検
者数 43 50 44

精検
受診率 88.4 86.0 84.1

がん
発見数 0 1 0

シ
リ
ー
ズ
が
ん
予
防
③

乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診

【
問
合
せ
】
保
健
課

　
　
　
　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

れ
ば
経
過
や
回
復
の
よ
い
が
ん
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
検
診
結
果

　

子
宮
頸
が
ん
の
が
ん
発
見
数
は
少
な
い

で
す
が
、
が
ん
に
な
る
前
の
異
形
成
が
発

見
さ
れ
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

率
も
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

市
の
住
民
健
診
は
11
月
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。
未
受
診
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
を

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

けんこうひろば
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【
問
合
せ
】 
保
健
課

　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推

進
月
間
～
誰
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

新
潟
県
・
南
魚
沼
市
は
自
殺
率
が

高
い新

潟
県
の
平
成
29
年
の
自
殺
率

（
人
口
10
万
対
）
は
20
・
04
で
す
。

全
国
平
均
の
16
・
52
と
比
較
し
て

高
く
、
全
国
で
6
番
目
に
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
減
少
傾

向
で
す
が
、
市
の
自
殺
率
は
22
・

3
と
県
よ
り
さ
ら
に
高
く
、
過
去

10
年
間
の
平
均
は
年
間
約
18
人
で

す
。
市
は
県
と
と
も
に
対
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
若
者
の

自
殺
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

誰
も
が
な
り
う
る
心
の
不
調

大
き
な
悩
み
や
長
く
続
く
ス
ト

レ
ス
は
、
心
の
不
調
に
な
り
や
す

く
、
不
調
ゆ
え
に
解
決
へ
の
視
野

を
狭
く
し
ま
す
。
思
い
込
み
に
よ

る
不
安
も
増
え
、
判
断
力
も
低
下

し
ま
す
。
そ
の
状
態
で
、
健
康
問

題
や
環
境
の
変
化
、
経
済
面
な
ど

の
不
安
や
問
題
が
重
な
る
と
、
人

は
自
殺
を
考
え
る
程
の
気
持
ち
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
悩
み
が
、
小
さ
い
う
ち
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
影
響
を
与
え
る

不
安
や
憂
う
つ
な
気
持
ち
を
和

ら
げ
る
た
め
の
飲
酒
を
し
て
も
、

酔
い
が
覚
め
る
と
前
よ
り
気
持
ち

の
落
ち
込
み
が
大
き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
眠
解
消

の
た
め
の
寝
酒
は
眠
り
を
浅
く

し
、
心
身
の
休
養
が
阻
害
さ
れ
ま

す
。
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　専門機関を紹介した後も、悩みは
繰り返すものです。必要があればま
た相談にのることを伝えましょう。

◆あなたもできる大切な人を守る 5 つの行動
～ 一人ひとりがゲートキーパー（いのちの門番）になるために ～

「眠れていないようだ」「食
欲がなさそう、痩せた」「た
め息が目立つ」「口数が減っ
た」など周りの人の様子がい
つもと違ったら、要注意。悩
みを抱えているかもしれませ
ん。心身の病気、借金、近親
者との死別、過重労働、引越
など、生活の「変化」は大き
なストレスとなります。一見、
他人には幸せそうに見える昇
進、結婚、出産なども、本人
にとっては大きな悩みになる
場合があります。

　早めに精神科や相談窓口を
紹介しましょう。まずは、か
かりつけ医に相談もいいでし
ょう。
・紹介にあたっては、丁寧に
情報を伝えましょう。
・相談窓口に確実につなぐた
めに、本人の了解を得た上
で、できる範囲で相談先に
連絡し、場所や日時を具体
的に設定して本人に伝える
ようにしましょう。

・無理なく話せる環境をつくる。
・心配していることを伝える。
・悩みを真剣な態度で受け止める。
・相手の思いを否定せずに、誠実に対応する。
・話を聞いたら「話してくれてありがとう」
　「大変でしたね」「よくやってきましたね」という、
ねぎらいの気持ちを言葉にして伝える。

【悪い聞き方】話をそらす、一方的に説得する、
　　　　　　 否定する、安易に励ます

　大切な人が悩んでいることに気づいたら勇気を
出して声をかけてみましょう。
・眠れてる？
・どうしたの？なんだか辛そうだけど…
・何か悩んでる？よかったら話して。
・なんか元気ないけど大丈夫？
・何か力になれることはない？

相談窓口 電話番号 開設時間
南魚沼市役所保健課 ☎773－6811 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：15
南魚沼市地域包括支援センター ☎773－6675 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：15
南魚沼市子ども・若者育成支援センター

（〜39歳まで） ☎773－6611 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：15

南魚沼市社会福祉協議会
（くらしのサポートセンターみなみ） ☎773－6919 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：00

南魚沼地域振興局健康福祉環境部
（南魚沼保健所） ☎772－8137 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：15

中越いのちとこころの支援センター ☎0258－88－0070 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：15
新潟県精神保健福祉センター ☎025－280－0113 月～金曜日（祝日除く）8：30〜17：00
南魚沼市消費生活センター

（悪質商法などで困った時） ☎772－2541 月～金曜日（祝日除く）9：00〜16：00
予約すれば時間外も可

新潟いのちの電話（長岡） ☎0258－39－4343 毎日24時間対応

★見守り

★つなぎ★気づき

★声かけ

★傾聴（よく聞く）

◆「誰にも言えない悩み」こそ、誰かの助けが必要です◆　相談窓口をご利用ください。

けんこうひろば
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【
問
合
せ
】 
保
健
課

　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

不
妊
治
療
費
と
不
育
症
医
療

費
の
助
成

【
問
合
せ
】 

保
健
課

　
　
☎
７
７
３

−

６
８
１
１

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
、

食
生
活
改
善
普
及
月
間

不
妊
治
療
費
の
助
成

　

市
で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
と
顕
微
授
精
）
と
人
工
授
精

の
治
療
を
受
け
た
人
を
対
象
に
、

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
申
請
件
数

　

特
定
不
妊
治
療　

44
件

　

人
工
授
精　

22
件

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

・
不
妊
治
療
で
な
け
れ
ば
、
妊
娠

の
見
込
み
が
な
い
か
、
極
め
て

少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た

・
治
療
期
間
と
申
請
日
に
お
い
て

夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
市
内
に
住

所
が
あ
る

・
妻
の
年
齢
が
、
１
回
目
の
治
療

開
始
日
に
お
い
て
満
43
歳
未
満

対
象
と
な
る
治
療

　

夫
婦
間
で
行
わ
れ
る
保
険
診
療

適
用
外
の
治
療

※
凍
結
さ
れ
た
受
精
胚
な
ど
の
保

存
料
、
文
書
料
な
ど
は
対
象
外

助
成
内
容

①
特
定
不
妊
治
療

　

１
回
の
治
療
で
13
万
円
を
限

度
。
通
算
６
回
（
今
ま
で
受
け

た
助
成
回
数
を
含
む
）
ま
で
。

　

年
間
回
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
新
潟
県
の
助
成
と
市
の
助
成
を

併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た

額
を
費
用
額
と
し
て
算
定
）

②
人
工
授
精

　

１
年
度
１
回
で
、
申
請
１
回
に

つ
き
３
万
円
を
限
度
。
通
算
２

回
ま
で
（
県
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
）

必
要
書
類

①
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
書

②
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等

証
明
書

※
新
潟
県
に
も
助
成
の
申
請
を
す

る
人
は
、
県
に
申
請
し
た
証
明

書
の
写
し
で
申
請
で
き
ま
す

（
新
た
な
市
申
請
用
の
証
明
書

の
作
成
は
不
要
）

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
・
診

療
明
細
書
原
本

不
育
症
医
療
費
の
助
成

　

不
育
症
治
療
を
受
け
た
人
を
対

象
に
、
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

不
育
症
と
は

　

妊
娠
し
て
も
、
流
産
、
死
産
を

繰
り
返
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

検
査
と
治
療
を
す
れ
ば
、
80
％

以
上
の
人
が
出
産
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
）

・
新
潟
県
内
の
医
療
機
関
で
不
育

症
と
診
断
さ
れ
、
治
療
の
必
要

が
認
め
ら
れ
た

・
治
療
期
間
と
申
請
日
に
お
い

て
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
市
内

に
住
所
が
あ
る

・
妻
の
年
齢
が
、
１
回
目
の
治
療

開
始
日
に
お
い
て
満
43
歳
未
満

対
象
と
な
る
医
療
費

　

医
療
機
関
で
受
け
た
保
険
診
療

適
用
外
の
検
査
費
と
治
療
費

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
食

事
代
、
文
書
料
は
対
象
外

助
成
内
容

　

１
回
の
治
療
で
10
万
円
を
限

度
。
助
成
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

必
要
書
類

①
不
育
症
医
療
費
助
成
事
業
申
請

書
②
不
育
症
医
療
費
受
診
等
証
明
書

③
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
・
診

療
明
細
書
原
本

共
通
事
項

申
請
方
法

　

治
療
終
了
後
、
必
要
書
類
を
保

健
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
不

妊
治
療
の
助
成
申
請
は
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

※
用
紙
は
、
保
健
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）

新
潟
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

新
潟
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
不
妊
や
不
育
症
な
ど
に

悩
む
の
人
の
個
別
相
談
に
応
じ
て

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

会
場　
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病

院 

産
科
婦
人
科
〔
新
潟
市
中

央
区
旭
町
通
〕

面
接
相
談
・
電
話
相
談
日

日
時　
毎
週
火
曜
日

　

午
後
３
時
～
５
時
（
要
予
約
）

問
合
せ
・
予
約　
新
潟
大
学
医
学

部
産
科
婦
人
科
学
教
室

☎
０
２
５

−

２
２
５

−

２
１
８
４

　
（
月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
）

相
談
料　
無
料

メ
ー
ル
相
談　

sodan@

　

m
ed.niigata-u.ac.jp

問
合
せ　
新
潟
県
健
康
対
策
課

　

母
子
保
健
係

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
１
９
７

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

81
・
０
歳
、
女
性
87
・
１
歳
（
平

成
28
年
）
で
す
が
、
自
立
し
た
日

常
生
活
を
送
れ
る
健
康
寿
命
と
の

差
は
10
歳
以
上
あ
り
、
そ
の
差
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は

脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
県
平
均

よ
り
も
高
い
こ
と
か
ら
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

や
食
生
活
を
振
り
返
り
、
健
康
増

進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
統
一
標
語
〉

「
１
に
運
動
２
に
食
事 

し
っ
か
り

禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ
～
健
康
寿

命
の
延
伸
～
」

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
減
塩
に

関
す
る
資
料
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す

（「
食
育
」
で
検
索
）

けんこうひろば
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【
問
合
せ
】

　
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科

　
健
康
増
進
医
学
講
座 

南
魚
沼
分
室

☎
７
７
５

−

７
８
７
６

【
問
合
せ・申
込
み
】 

保
健
課

☎
７
７
３

−

６
８
１
１

市
民
公
開
講
座

「
生
活
習
慣
と
健
康
」
開
催

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

　

が
ん
予
防
を
長
年
に
わ
た
り
研
究
さ
れ

て
き
た
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
津つ

金が
ね

昌し
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
医
師
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

食
事
・
運
動
・
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣

と
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病

気
の
関
係
な
ど
、
予
防
や
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
９
月
14
日
㈮　

　

午
後
６
時
30
分
～

会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ
わ
ら
び

内
容　

第
１
部　

午
後
６
時
30
分
～

「
魚
沼
コ
ホ
ー
ト
研
究
・
湯
沢
コ
ホ
ー
ト

研
究
の
現
状
に
つ
い
て
」

第
２
部　

午
後
７
時
～

「
生
活
習
慣
と
疾
病
予
防
・
健
康
増
進
～

コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
わ
か
る
こ
と
～
」

※
「
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
と
は
、
特
定
の
地

域
や
集
団
に
属
す
る
人
た
ち
を
対
象

に
、長
期
間
に
わ
た
っ
て
追
跡
調
査
し
、

生
活
習
慣
や
環
境
な
ど
の
要
因
と
病
気

の
発
生
と
の
関
係
を
調
べ
る
研
究
で
す

参
加
費　
無
料

申
込
み　
不
要

　

市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
活
用

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
健
康
の
た
め
に
運
動
を
し
た
い
人
、

一
人
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
人
、
す
で

に
運
動
習
慣
の
あ
る
人
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
、
室

内
で
で
き
る
運
動
の
紹
介
も
し
ま
す
。

日
時　
10
月
９
日
㈫　

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

コ
ー
ス　
ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）

※
雨
天
時
は
、
室
内
運
動
を
実
施

集
合
場
所　
塩
沢
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
靴
・

内
履
き
、
歩
数
計
（
お
持
ち
の
人
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

締
切
り　
10
月
５
日
㈮

※
持
病
の
あ
る
人
は
、
事
前
に
主
治
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

【問合せ】 城内診療所　☎775−2009

受付・診療時間 午前：月曜～土曜　〈受付〉  8：30〜11：30　〈診療〉  9：00〜 
午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30〜16：00　〈診療〉14：00〜

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。 
　 送迎希望は、電話か窓口でお申し 込みください（送迎は午前中のみ）

１日 ２日

堀内 休診 休  診

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日

髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診

10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日

髙　橋 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 休　診 休  診

17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日
休　診 
(祝日） 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休  診 

（祝日）
24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

休　診 
(振替休日） 田　中 髙　﨑 髙　橋 髙　橋 休　診 休  診

お
詫
び
と
訂
正

【
問
合
せ
】 

農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
３

　

市
報
８
月
15
日
号
１
ペ
ー
ジ
の
「
生

ご
み
や
果
樹
な
ど
を
放
置
し
な
い
で
く

だ
さ
い
」
の
問
合
せ
電
話
番
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
☎
７
７
３

−

６
６
６
３

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

けんこうひろば

９月の城内診療所 診療担当医師（予定表）
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掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
事
者
家
族
同
士
の
話
し
合
い

を
中
心
に
開
催
し
て
い
る
「
家
族

の
集
い
」。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
や
家
族
支
援
の
研
究
を
し

て
い
る
斎
藤
ま
さ
子
さ
ん
を
お
招

き
し
ま
す
。
斎
藤
さ
ん
を
囲
み
、

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

不
登
校
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も

り
に
悩
み
、
就
学
や
就
労
に
と
ま

ど
う
若
者
を
家
族
と
し
て
理
解

し
、
ど
う
支
え
た
ら
よ
い
か
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
９
月
29
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終

了
～
39
歳
の
困
難
を
抱
え
た
若

者
の
家
族

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
斎
藤
ま
さ
子
さ

ん
（
新
潟
青
陵
大
学
教
授
）

長
岡
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
就
労
に
悩
む
若

者
の
就
業
的
自
立
に
向
け
、
相
談

や
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
若
者
の
た

め
の
就
職
相
談
会
を
市
内
で
開
催

し
ま
す
。

「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
職
に
悩
む
39
歳
ま
で
の

若
者

日
時　
10
月
５
日
㈮ 

・
午
後
１
時
30
分
～

・
午
後
２
時
30
分
～

※
相
談
１
回
50
分
（
予
約
制
）

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階 

小
会
議
室

締
切
り　
９
月
28
日
㈮

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
「
今
ま
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
」

「
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」「
仕

事
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
、
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
一
歩

を
踏
み
出
す
た
め
に
、
自
分
ら
し

さ
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
10
月
12
日
㈮
、
19
日
㈮
、

26
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

※
３
回
参
加
が
原
則

会
場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
、「
働
く
」

こ
と
に
悩
む
39
歳
ま
で
の
若
者

内
容　

第
１
回　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

 

「
自
分
ら
し
さ
を
見
つ
け
よ
う
」

第
２
回　

個
々
の
ワ
ー
ク

　

「
長
所
と
短
所
を
知
り
、
自
分

ら
し
さ
に
気
付
こ
う
」

第
３
回　

一
歩
踏
み
出
し
、
就
職

し
た
人
の
体
験
談

講
師　
近
藤
円ま
ど
かさ
ん
（
長
岡
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員　
９
人

締
切
り　
10
月
５
日
㈮

10
月
１
日
を
「
法
の
日
」、
10

月
１
日
～
７
日
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
て
、
全
国
で
法
の
尊
重
や

人
権
擁
護
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

す
。市

で
は
、「
く
ら
し
の
無
料
相
談
」

を
開
催
し
、法
律
、不
動
産
登
記
、

戸
籍
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
10
月
４
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

相
談
内
容

・
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、

抵
当
権
の
設
定
、
土
地
・
建
物

な
ど
登
記
の
問
題

・
土
地
の
境
界
の
問
題

・
会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど

法
人
登
記
の
問
題

・
戸
籍
・
国
籍
の
問
題

【
問
合
せ・申
込
み
】子
ど
も・若

　
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

−

６
６
１
１

わ
が
子
の
自
立
を
願
う
家
族
の
集
い

【
問
合
せ・申
込
み
】子
ど
も・若

　
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

−

６
６
１
１

働
く
た
め
の
準
備
講
座

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県 

都
市
政
策
課

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
４
２
６

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
市
民
課 

市
民
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
１

「
法
の
日
」週
間・「
く
ら
し
の

無
料
法
律
相
談
会
」開
催

～
相
談
無
料
、秘
密
厳
守
～

【
問
合
せ・申
込
み
】子
ど
も・　

　
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３

−

６
６
１
１

長
岡
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
出
張
相
談
を
開
催

費
用　

無
料
（
お
茶
代
と
し
て

１
０
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
み　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

９
月
１
日
㈯
～
10
日
㈪
は
、
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
。

新
潟
県
で
は
屋
外
広
告
物
条
例

を
定
め
て
、「
良
好
な
景
観
の
形

成
」「
自
然
の
お
も
む
き
の
維
持
」

「
広
告
物
の
倒
壊
・
落
下
な
ど
に

よ
る
危
険
防
止
」
を
目
的
に
、
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
景
観
維
持
の
た
め
に
、

屋
外
広
告
物
条
例
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

・
地
代
、
家
賃
な
ど
の
問
題

・
家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
、
不
当
な
差
別
な
ど

人
権
の
問
題

・
金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債

務
な
ど
の
問
題

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

希
望
者
は
、
直
接
会
場
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
市
民
課

に
予
約
が
必
要
で
す
（
相
談
時

間
は
、
１
人
30
分
程
度
）

掲示板　市などからのお知らせ
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子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）

を
ひ
ろ
げ
よ
う
！
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
人
、
里
帰

り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
大
歓
迎
で
す
。
お
住
い
の
地
域

以
外
の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

六
日
町
地
区
第
２
回
そ
だ
ち
学
級

日
時　
９
月
15
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
お
月
見
に
む
け
て
、
み
ん

な
で
楽
し
い
工
作
を
し
ま
す
。

持
ち
物　
マ
イ
カ
ッ
プ

大
和
地
域
第
２
回
そ
だ
ち
学
級

日
時　
９
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　

大
和
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー 

体
育
館

内
容　
ミ
ニ
運
動
会
「
大
人
も
子

ど
も
も
よ
ー
い
ド
ン
！
」

共
通
事
項

対
象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
・
家
族
な
ど

対
象

①
新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
の
取

得
、
猟
銃
の
所
持
許
可
証
の
交

付
を
受
け
る
人

②
新
た
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許

可
証
の
交
付
を
受
け
る
人

③
新
潟
県
警
指
定
の
県
外
射
撃
場

で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
練
習
を
し
た

人
※
い
ず
れ
も
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

へ
の
協
力
承
諾
が
必
要

補
助
対
象
経
費

①
、
②
健
康
診
断
料
、
射
撃
教
習

料
、
ハ
ン
タ
ー
保
険
料

③
交
通
費

※
補
助
対
象
経
費
は
平
成
30
年
度

の
も
の
に
限
る

補
助
金
額

①
、
②
合
計
で
１
人
５
４
，

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３

−

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ・申
込
先
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 

環
境
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２

−

８
１
５
４

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者
講
習
会

参
加
者
募
集

【
問
合
せ・申
込
み
】

新
潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉

保
健
課 

人
権
啓
発
室

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
１
８
１

人
権
講
演
会

「
い
の
ち
を
食
べ
て
い
の
ち
は
生
き
る

～
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
～
」

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
環
境
交
通
課　

☎
７
７
３

−

６
６
６
６

新
規
狩
猟
免
許(

猟
銃)

取
得

者
、新
規
ラ
イ
フ
ル
銃
所
持
許

可
者
お
よ
び
ラ
イ
フ
ル
銃
射

撃
練
習
者
へ
の
補
助
制
度

参
加
費　
一
人
10
円
（
保
険
料
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

０
０
０
円
が
上
限
額

③
県
外
射
撃
場
ま
で
の
交
通
費
を

補
助　

１
往
復
に
つ
き
５
，

０
０
０
円
と
し
、
１
人
に
つ
き

２
往
復
ま
で
、
１
０
，
０
０
０

円
が
上
限
額

※
申
請
件
数
に
よ
り
減
額
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
前
に
、
体
力

年
齢
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
に
測
定
で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
24
日
（
月
・
振
休
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

　

２
階 

ア
リ
ー
ナ

対
象　
20
歳
以
上
の
健
康
な
人

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

測
定
種
目　

・
共
通　

身
長
、
体
重
、
血
圧

・
20
歳
～
64
歳　

握
力
、
上
体
起

こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復
横

と
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

立
ち
幅
跳
び

・
65
歳
～
79
歳　

握
力
、
上
体
起

こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片

足
立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、

６
分
間
歩
行

持
ち
物　
内
履
き

申
込
み　
不
要

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

同
和
問
題
は
、
現
在
も
続
い
て

い
る
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。
新

潟
県
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に

苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま
す
。
映
画

監
督
の
纐は
な
ぶ
さ纈
さ
ん
か
ら
、
同
和
問

題
、
差
別
や
偏
見
な
ど
、
映
画
製

作
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。（
映
画
「
あ

る
精
肉
店
の
は
な
し
」
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
（
約
16
分
）
を
上
映

し
ま
す
）

　

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
９
月
11
日
㈫　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
（
開
場　

午
後
１
時
）

会
場　
朱
鷺
メ
ッ
セ
３
階　

　

中
会
議
室
〔
新
潟
市
中
央
区
万

代
島
〕

講
師　
纐
纈
あ
や
さ
ん
（
映
画
監

督
）

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
試
験
の
合
格
を
め
ざ

す
人
を
対
象
に
、
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
10
月
13
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局

対
象　
狩
猟
免
許
試
験
の
合
格
を

め
ざ
す
人
、
狩
猟
に
興
味
が
あ

る
人

免
許
の
種
類　
網
、
わ
な
、
第
１

種
銃
、
第
２
種
銃
（
空
気
銃
）

参
加
費　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
「
狩

猟
読
本
」
を
無
料
で
配
布
）

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
受
講
票

申
込
期
間

【
問
合
せ・申
込
み
】

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課 

生
涯
ス

ポ
ー
ツ
係

☎
７
７
３

−

６
６
３
０

無
料
体
力
測
定
会
参
加
者
募
集

　

９
月
４
日
㈫
～
10
月
１
日
㈪

市などからのお知らせ　掲示板
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離
婚
、
財
産
、
成
年
後
見
制
度

や
人
権
の
こ
と
な
ど
法
律
的
な
相

談
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
19
日
㈬

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
階 

会
議
室
Ｂ

　
〔
十
日
町
市
千
歳
町
〕

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の

家
族
、
関
係
者

申
込
み　
新
潟
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５

−

３
８
１

−

０
１
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５

−

３
８
３

−

３
６
５
４

締
切
り　
９
月
７
日
㈮

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約
が
必
要

で
す

日
程　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）、

24
日
㈯
、
25
日
㈰
（
３
日
間
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
塩
沢
公
民
館

費
用　
３
，
２
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

持
ち
物　
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
、
筆
記
用
具
、
昼
食
、

飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

締
切
り　
11
月
12
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

　

救
急
法
修
了
者
で
、
南
魚
沼
市

赤
十
字
安
全
奉
仕
団
員
と
し
て
活

動
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

八
海
山
麓
に
広
が
る
、
５
万
坪

の
敷
地
を
持
つ
緑
い
っ
ぱ
い
の

「
八
色
の
森
公
園
」。
ワ
イ
ン
を

片
手
に
楽
し
い
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

入
場
は
無
料
で
、
巨
峰
を
上
回

る
お
い
し
さ
と
い
わ
れ
る
高
級
食

用
ぶ
ど
う
「
藤ふ
じ

稔み
の
り」

を
１
房
も
ぎ

獲
り
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

す
。（
先
着
順
、数
に
限
り
あ
り
）

屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
や
お
楽
し
み

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
、多
重
債
務
、

不
動
産
、
相
続
、
離
婚
な
ど
の
問

題
で
お
悩
み
の
人
に
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
者
は
、
前
日
正
午
ま
で
に
電
話

◆
越
後
ワ
イ
ン
セ
ッ
ト
前
売
券

　
発
売
中

ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー

ほ
か
、
市
内
酒
販
店
で
販
売
中
で

す
。

予
約
前
売
券　
２
，
６
０
０
円

　

（
当
日
券
２
，
８
０
０
円
）

内
容　
越
後
ワ
イ
ン「
愛
郷
の
雫
」

７
５
０
㎖

　

赤
・
白
各
１
本

特
典　
「
藤
稔
」
も
ぎ
獲
り
１
房

と
、
お
楽
し
み
抽
選
券

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３

−

６
６
６
７

障
が
い
者
１
１
０
番

無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
】

　
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ
リ
ー

☎
７
７
７

−

５
８
７
７

第
17
回
ぶ
ど
う
収
穫
祭
と

ワ
イ
ン
祭
り

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係

☎
７
７
３

−

６
９
１
１

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

【
問
合
せ・申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２

−

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
９
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館
１
階

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

日
時

　

９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

　

（
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

会
場　
ア
グ
リ
コ
ア
越
後
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
八
色
の
森
公
園
〔
天
王

町
（
浦
佐
）〕

　

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る
「
ビ
ア
ほ
く

ほ
く
～
Ｂ
列
車
で
飲
も
う
～
」で
、

イ
ベ
ン
ト
列
車
を
運
行
し
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
た
「
Ｄ
だ

い

ち

Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
号
」
が
走

り
ま
す
。

　

ま
つ
だ
い
駅
に
、
５
つ
の
ブ
ル

ワ
リ
ー
（
ビ
ー
ル
醸
造
所
）
が
集

結
し
沿
線
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

と
お
い
し
い
料
理
を
堪
能
で
き
ま

す
。

日
時　
９
月
８
日
㈯

・
六
日
町
駅
発
車
時
間
：
午
後
１

時
15
分
発

・
ま
つ
だ
い
駅
停
車
時
間
：
午
後

１
時
30
分
～
５
時

※
電
車
で
移

動
す
る
場

合
は
乗
車

券
が
必
要

で
す

【
問
合
せ
】

　
北
越
急
行
㈱ 

営
業
企
画
課

　
　
　
☎
７
５
０

−

１
２
５
１

（
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～

　
午
後
６
時
）

ほ
く
ほ
く
線
イ
ベ
ン
ト
列
車

「
ビ
ア
ほ
く
ほ
く
～
Ｂ
列
車
で

飲
も
う
～
」（
入
場
無
料
）

　

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

掲示板　市などからのお知らせ
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【
問
合
せ
】

　
建
設
課 
維
持
管
理
班

☎
７
７
３

−

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

　
（
村
山
）

☎
０
２
５

−

２
８
２

−
０
０
１
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
戦

観
戦
の
ご
招
待

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
10
月
ま
で
の

毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

注
意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
責
任

で
ご
参
加
く
だ
さ
い

９
月
の
活
動　
９
月
22
日
㈯

　

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

日
時　
10
月
６
日
㈯

　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ　

カ
マ

タ
マ
ー
レ
讃
岐
戦

会
場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム

席
種　
自
由
席
（
予
定
）

　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
込
み

締
切
り　
10
月
５
日
㈮

申
込
み

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
み
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
引
換
え

当
日
、
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｅ
ゲ
ー
ト

前
広
場
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で

申
込
完
了
画
面
か
申
込
完
了
メ
ー

ル
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
往
復
ハ
ガ
キ
で
の
申
込
み

締
切
り　
９
月
26
日
㈬
必
着

申
込
み　
各
自
で
用
意
し
た
往
復

ハ
ガ
キ
に
、
次
の
事
項
を
記
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

往
信
裏
面　
①
住
所
、
②
名
前
、

③
生
年
月
日
、
④
電
話
番
号
、

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
国
際
大
学
研
究
所 

教
務
事
務
室

　
　
　

☎
７
７
９

−
１
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
９

−
１
１
８
７

メ
ー
ル
：ori

＠iuj.ac.jp

国
際
大
学
研
究
所
主
催

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催

国
際
大
学
研
究
所
で
は
、（
公

財
）
新
潟
県
国
際
交
流
協
会
の
国

際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
一
環
と

し
て
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち

の
人
）、
⑥
観
戦
希
望
試
合
と

チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
４
枚

ま
で
）

往
信
裏
面　
住
所
、
名
前

※
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
有
効

宛
先　
〒
９
５
０

−

０
９
５
４

　

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２

−

１

−

10

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

　
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

チ
ケ
ッ
ト
引
換
え

　

招
待
の
可
否
と
チ
ケ
ッ
ト
引
換

方
法
を
返

信
用
ハ
ガ

キ
で
お
知

ら
せ
し
ま

す
。（
申

込
み
締
切

日
の
翌
週

の
予
定
）

し
ま
す
。

「
日
系
人
は
ハ
ワ
イ
と
ア
メ
リ

カ
本
土
で
何
が
違
う
？
」
な
ど
、

２
０
０
０
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
・
上
院
選
で
ア
ジ
ア
系
の
集
票

戦
略
を
担
当
し
た
政
治
学
者
が
、

ア
メ
リ
カ
内
部
の
移
民
社
会
と
い

う
「
も
う
１
つ
の
ア
ジ
ア
」
を
解

説
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、ア
ジ
ア
を「
移

民
社
会
と
し
て
の
ア
ジ
ア
」
と
い

う
視
点
か
ら
捉
え
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
ア
ジ
ア
の
移
民
社
会
の
特

色
を
華
人
社
会
、
日
系
社
会
な
ど

に
分
析
し
、
ア
ジ
ア
社
会
を
他
の

民
族
や
宗
教
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
な

ど
と
比
較
、
検
討
し
ま
す
。

日
時　
９
月
７
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
国
際
大
学 

松
下
図
書
情

報
セ
ン
タ
ー
３
階 

ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　

ア
メ
リ
カ
の
中
の
ア
ジ
ア

　

〜
ア
ジ
ア
系
米
国
人
の
実
像
〜

講
師　
渡わ
た
な
べ
ま
さ
ひ
と

辺
将
人
さ
ん
（
北
海
道

大
学 

准
教
授
）

参
加
費　
無
料

定
員　
１
０
０
人

締
切
り　
９
月
６
日
㈭

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

故
事

「
化
物
の
正
体
見
た
り
枯
尾お

花ば
な

」

「
尾
花
」
と
い
う
の
は
ス
ス
キ

の
こ
と
で
す
。

ス
ス
キ
と
よ
く
似
た
オ
ギ
、
ヨ

シ
な
ど
の
背
の
高
い
イ
ネ
科
の
草

は
総
称
し
て
「
カ
ヤ
」（
茅
・
萱
）

と
い
わ
れ
ま
す
。
カ
ヤ
は
水
を
弾

く
た
め
屋
根
葺
き
に
利
用
さ
れ
、

茅か
や
ぶ
き葺
と
い
わ
れ
ま
す
。

八
色
の
森
で
は
冬
の
「
ど
ん
ど

焼
き
」
に
備
え
て
、
一
部
の
カ
ヤ

は
刈
ら
ず
に
残
し
て
あ
り
ま
す
。

ス
ス
キ
は
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ

で
す
。
ス
ス
キ
、
ク
ズ
、
ハ
ギ
の

３
種
は
八
色
の
森
で
見
ら
れ
ま
す

が
、
残
り
の
４
種
（
カ
ワ
ラ
ナ
デ

シ
コ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
フ
ジ
バ
カ

マ
、
キ
キ
ョ
ウ
）
は
今
で
は
絶
滅

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
三

草
で
は
寂
し
い
で
す
ね
。

ス
ス
キ

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生

物
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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市などからのお知らせ　掲示板
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第14回南魚沼市ナイトウォークを開催しました　８月４日㈯
市民会館をスタートし、魚野川沿いや北辰小学校、六日町駅、六日

町大橋、坂戸城内堀跡などを巡る9.2キロのコースを歩く、南魚沼市ナ
イトウォークを開催しました。今年は約500人が参加しました。

参加者は家族や友だち同士などでの会話や景色を楽しみながら歩き、
コースの途中やゴールに設けられた撮影ポイントで記念撮影をしてイ
ベントを満喫していました。ゴール後は、麦茶ととん汁がふるまわれ、
おいしそうに食べていました。

７月27日㈮
牧之記念館を主会場にのびのび越後上布体験講座を開催しました。
小学生11人と保護者２人が参加し、６月に栃窪小学校の児童らが植

えた苧
ち ょ ま

麻を刈り取ったり、苧麻から越後上布の糸のもととなる繊維を
取り出す苧

お び

引き作業や、ハンカチの藍染め（草木染め）、段ボールの織
り機を使ったコースター織りを体験しました。

子どもたちは体験を通して、「苧引き作業は力が必要だけど簡単だっ
た」「藍染めはきれいに染められてよかった」「コースターがうまくで
きて楽しかった」と、感想を語りました。

のびのび越後上布体験講座を開催しました　

８月７日㈫ 人命救助者に感謝状を贈りました　
南魚沼市消防署は、市内〔舞子地内〕で心肺停止状態の男性への人

命救助に尽力した井熊美千代さん、阿部美恵子さん、山本美穂さんに
消防長表彰を行い、感謝状を贈呈しました。

テニス中に心肺停止状態となった男性に対し、井熊さん、阿部さん、
山本さんの３人は、大原運動公園管理人と協力し、消防署への通報と
ＡＥＤを使用した心肺蘇生法を交代で実施しました。男性は心肺蘇生
法を継続している間に意識が回復し、到着した救急隊に引き継ぐこと
ができました。

７月22日㈰ 棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されました　
栃窪地区で第11回棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されまし

た。この大会は、夏のつらく労力がかかる棚田の草刈りを楽しみ、あ
ぜに絵や文字を描き出す芸術活動にしてしまおうというイベントです。

22チームが参加し、うだるような暑さのなか滝のように汗を流しな
がら、草を刈りこみ作品を作り上げました。できあがった作品を見た
観覧者からは「すごいね」「きれいだね」「どのくらい時間をかけてい
るのだろう」と、称賛の声があがっていました。

交通安全功労者が表彰されました
南魚沼市交通指導員が、新潟県交通安全対策連絡協議会長表彰を受

賞しました。
この表彰は交通安全優良事業所・団体の部で、地域や学校と連携し、

交通事故防止に貢献している功績が認められたものです。
隊長の勝又義一さんが受賞の報告のため、林市長を表敬訪問しました。

写真：南魚沼市交通指導員隊長 勝又さん（左）、林市長（右）

【問合せ】環境交通課　☎773-6666

みなみうおぬまニュースプラザ News Plaza
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日にち 行事名・時間・会場など

１日㈯
子ども読書オープンカレッジ 2018
「昔話の変遷と読み方伝え方」

14：00〜15：30　図書館多目的室

９日㈰
おはなしのじかん
11：00〜11：30　図書館児童コーナー

13日㈭
プラチナデイ DVD上映会
 『新潟偉人伝２』
10：00〜11：35　図書館多目的室

15日㈯ DVD上映会 『おばけのてんぷら』10：00〜10：25　図書館多目的室

16日㈰ 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）13：00〜15：00　イオン六日町店２階

21日㈮
乳幼児親子おはなしの会
「えほんであそぼ」なるこを作ろう！

10:00〜11:30　大和公民館

22日㈯ 読書のつどい 『あにまる わ～るど』14:00〜15:30　図書館多目的室

24日（月・振休）
体力測定会
9：30〜11：30　ディスポート南魚沼

25日㈫ 第 9回農業委員会総会9：00〜　大和庁舎３階旧議場

29日㈯ わが子の自立を願う家族の集い13：30〜16：00　子ども・若者育成支援センター

カレンダー９月の 救 医急 療
救急医療のかかり方
①電話をかける

次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788−1222
◆魚沼基幹病院　　☎777−3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）☎773−5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関

を案内する場合があります。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順

番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、

できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』

☎025−284−7119（＃7119でも可）
夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、

下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』

☎025−288−2525（＃8000でも可）
夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったと

き（発熱、けがなど）にご利用ください。
・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）

【問合せ】保健課　☎773−6811

◎国の行政制度に対する相談を受け付けています。
９月10日㈪ 13：30～15：30 大和市民センター
９月19日㈬ 13：00～15：00 市役所本庁舎南分館
９月19日㈬ 13：30～16：00 塩沢老人福祉センター

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773−6660

行政
困りごと

相談

⃝人口 57,058人 （先月比 −6）
⃝男 27,925人 （先月比 −16）
⃝女 29,133人 （先月比 10）
⃝世帯数 19,906人 （先月比 29）

市民の動き
平成30年
７月末日現在（ ）

　「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童とその保護者
◎時間　９：30〜15：30
　　９：30〜18：00（六日町会場 ふれ愛広場のみ）

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第２・第４土曜日の
13：30〜14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。

【問合せ】子育て支援センター　☎772−7754

大和会場　大和庁舎（３階）
　毎週 月・水・木曜日
　９月６日㈭　11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士
六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日
　９月21日㈮　11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士
塩沢会場　塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日
　９月12日（水）11：00～
　支援講座「親子体操」講師：保育士

ほのぼの広場

　今年の夏は雪に触れる機会が多く、イベ
ントで雪だるまを作ったり、道の駅で子どもと雪に触
れたり、野外でも涼しさを感じることができました。
市は雪資源の活用による環境にやさしいエネルギー
と、魅力をＰＲする取組みを行っています。取組みを
通じて多くの人に市の魅力を知ってほしいです。
　暑い夏が過ぎると、新米の季節がやってきます。市
が誇るおいしい新米を楽しみに、暑い日を乗り切りた
いと思います。� 　（秘書広報課　成保）

編集後記

今月の
表紙

　酷暑が続く中、暑さが少し和らいだ八色の
森公園〔天王町（浦佐）〕で、子どもたちが
スプリンクラーの近くで水遊びをしたり、芝
生の広場で大きなボールを追いかけて元気に
遊んでいました。


